
保健のひろば
緯・内線1151 市市民部保健課

介護のココロ
緯・内線1185 市福祉部長寿社会課

環境のみらい
緯・内線1137 市市民部市民課
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こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
は
、
風

邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
体

調
管
理
を
し
、
元
気
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

◆
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違

い
は
感
染
力
と
症
状

【
風
邪
】

原
因
は
、
２
０
０
種
類
以
上
も

あ
る
ウ
イ
ル
ス
と
細
菌
で
、
空
気

中
を
飛
ん
で
い
ま
す
。
感
染
力
は

強
く
な
く
、
症
状
は
く
し
ゃ
み
や

鼻
汁
、
せ
き
、
の
ど
の
痛
み
が
中

心
。
発
熱
や
頭
痛
が
あ
っ
て
も
そ

れ
ほ
ど
ひ
ど
く
な
り
ま
せ
ん
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

原
因
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
で
感
染
力
が
強
い
の
が
特

徴
。
か
ぜ
と
同
じ
よ
う
な
症
状
と

と
も
に

度
以
上
の
高
熱
、
頭
痛
、

３８

関
節
痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
急
激

に
強
く
出
ま
す
。

◆
毎
日
の
体
調
管
理
が
予
防
の
鍵


せ
き
や
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て
飛

び
散
る
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、

手
洗
い
や
う
が
い
を
習
慣
づ
け

ま
し
ょ
う
。


寒
さ
と
乾
燥
は
ウ
イ
ル
ス
を
活

発
に
さ
せ
、
の
ど
や
鼻
の
粘
膜

の
抵
抗
力
を
弱
め
ま
す
。
部
屋

を
暖
か
く
し
て
湿
度
を

％
以

６０

上
に
保
つ
こ
と
が
大
切
。
ま
た
、

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
は
、

の
ど
や
鼻
の
粘
膜
を
守
る
た
め

に
も
役
立
ち
ま
す
。


免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
規
則

正
し
い
生
活
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
休
養
や
睡
眠
を
十
分
取
る

こ
と
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、

適
度
な
運
動
な
ど
が
大
切
で
す
。

体
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
衣
類

を
調
節
し
た
り
、
簡
単
な
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
で
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、

代
謝
を
上
げ
た
り
す
る
こ
と
は

免
疫
力
を
高
め
る
の
に
つ
な
が

り
ま
す
。


感
染
力
の
強
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
は
予
防
接
種
が
効
果
的
で

す
。
ワ
ク
チ
ン
が
効
き
始
め
る

ま
で
に
２
～
３
週
間
ほ
ど
か
か

り
ま
す
。
早
め
に
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

◆認知症セミナーを開催します

「認知症」をテーマにしたセミナーを次のとおり

開催します。入場は無料、事前申込は不要です。皆

さんで認知症のことについて考えてみませんか。

■日時 ２３年１月１４日、午後１時半から３時まで

■場所 ふれあいセンター安代

■内容

▼講演会「学ぼう、考えよう、認知症のこと」

■講師 千葉喜久也氏（東京有明医療大学准教授）

▼交流会「千葉先生に聞いてみよう～ 認知症あれ

これ～」

【例えばこんなことを聞いてみませんか】

●ご飯を食べたのに食べてないと言い張る。どうす

ればいいんだろう…？

●ここは自分の家ではないと話し、外に出たがる。

どうすればいいんだろう…？

詳しくは、市福祉部長寿社会課まで問い合わせく

ださい。

除雪機械の衝突防止に目印を設けましょう

◆油漏れを防ぐために

寒くなり、暖房を使う機会が増える季節になりま

す。この時期は、油漏れが多数発生しています。そ

の原因の多くが操作ミスによるものです。次のこと

に注意しましょう。

ホームタンクの設置場所は必ず固定する。万一の

場合に備えて防油堤を設置する（２００㍑以上のホー

ムタンクは設置が義務付けられています）。落雪

のおそれがある場所や水路付近には置かない。

給油時は絶対にその場から離れない。給油後は、

バルブ栓をしっかり閉める。

除雪するときには、タンクや配管を破損しないよ

うにする。また、定期的に点検を行う。

不要なタンクはそのままにせず速やかに処分する。

不要になった灯油は捨てない。

油漏れを発見したり、油漏れを起こしたりした場

合は、市市民部市民課や八幡平消防署にすぐに連絡

してください。

風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
シ
ー
ズ
ン
で
す

はちまんたい広報27

企企企企企企企企企企企企企企企企業業業業業業業業業業業業業業業業人人人人人人人人人人人人人人人人にににににににににににににににによよよよよよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるるるるるる会会会会会会会会会会会会会会会会社社社社社社社社社社社社社社社社紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹企業人による会社紹介介介介介介介介介介介介介介介介介

▼
ど
ん
な
会
社
で
す
か

医
薬
品
の
原
料
と
な
る
製
品
を

製
造
し
て
い
ま
す
。
安
全
を
第
一

に
考
え
た
会
社
で
、
ゼ
ロ
災
害
１

０
０
０
日
達
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
従
業
員
一
人
一
人
が

積水メディカル㈱

岩手工場

⑫

所在地 松尾４-１１５

資本金 １２億７，５００万円

代表者 岩手工場長・根釜 務

設 立 昭和５４年３月

従業員数 １１９人

電話番号 ７４-３１６１

事業内容 国内外向けアミノ

酸、医薬中間体の製造

主な取引先 国内外製薬メー

カー

環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。

▼
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

医
薬
品
の
中
間
体
や
医
薬
用
の

ア
ミ
ノ
酸
の
製
造
を
し
て
い
ま
す
。

▼
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

製
品
の
製
造
管
理
・
品
質
管
理

基
準（
Ｇ
Ｍ
Ｐ
）や
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
Ｓ
Ｏ
Ｐ
）に
基
づ
き
、
事
故
な
く

安
全
で
品
質
の
高
い
製
品
を
提
供

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

▼
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は

製
造
し
た
も
の
が
検
査
で
合
格

し
、
お
客
様
へ
出
荷
さ
れ
た
と
き

は
う
れ
し
い
で
す
ね
。

▼
今
後
目
指
し
て
い
く
こ
と
は

知
名
度
の
高
い
工
場
を
目
指
す

た
め
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上
と
生

産
性
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
努
め

る
ほ
か
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
新
し
い
製
品
の
製
造
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

八
幡
平
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
４
月
に
設

立
さ
れ
た
ば
か
り
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
県

北
地
区
代
表
と
し
て
全
日
本
少
年

サ
ッ
カ
ー
大
会
岩
手
県
大
会
に
出

場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

団
員
は
、
地
区
の
隔
た
り
な
く
、

市
内
全
域
か
ら

人
が
集
ま
っ
て

３３

い
ま
す
。
練
習
に
対
す
る
姿
勢
や

努
力
を
重
ん
じ
た
チ
ー
ム
編
成
を

目
指
し
て
い
る
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー

を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
小

学
校
１
年
生
か
ら
の
ス
ク
ー
ル
制

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
、
ル
ー
ル
を
守

る
態
度
と
体
力
の
向
上
は
も
ち
ろ

ん
、
礼
儀
正
し
く
協
調
性
に
優
れ

た
社
会
人
に
育
っ
て
く
れ
る
よ
う

指
導
し
て
い
ま
す
。

新
団
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま

す（
１
カ
月
無
料
体
験
入
団
あ
り
）。

■
練
習
日
時
・
場
所

毎
週
水
・
金
曜
日
、
午
後
７
時

か
ら
９
時
ま
で
、
西
根
地
区
体
育

館
ほ
か

詳
し
く
は
、
同
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
父
母
会
・
遠
藤
（


－

２
４

７５

４
８
）
ま
で
。

No.７

地区にとらわれず３３人の団員が練習に集まっています

八
幡
平
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

広報クイズ

１２月２
日号の

問題

アンソメット岩手

八幡平全国大会４

試合の総得点数は

№6３ 正解者の中から抽選で３人に５００円分の図書カードをお贈りします。
◎応募方法 はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名、年齢」を書いて応募してく
ださい。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。紙面づくり
の参考にさせていただきます。
◎応募先 八幡平市役所「広報クイズ係」 ☆はがき〒０２８-７１９２（住所不要）
☆ＦＡＸ７５-０４６９ ☆メールsomuka@city.hachimantai.lg.jp（タイトル

に「広報クイズ」と入力、携帯電話は右の二次元コードから送信できます）
◎応募期限 １２月２０日 消印有効
◎第62回の正解 「１６７人」 ◎応募者数 １１人 ◎正解者数 １１人
◎当選者 高橋桂子さん（大更）、長南絵夢さん（平舘）、久世教枝さん（柏台）

ドリブルなどの練習でボールに親しみます

紹紹紹介介者者

製造第二課 高橋 満製造第二課 高橋 満 さんさん
たか はし みつる


